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は じ め に

　ア レ ル ギ ー疾患 は 環境的要 因 と 遺伝 的素因の 相互作

用に よっ て 発症する．ア レ ル ギー疾患の 発症に かか わ

る 最大の 環境的要因は環境 中の ア レ ル ゲ ン へ の 曝露で

あり， わが 国に おけ る最重要 の 環境 ア レ ル ゲ ン は室内

の ダニ と室外 の ス ギ花粉で あ る．

表 ⊥ ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （Dermatophagoides　pteronyssi．nus ），

　　　　　 コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ （D ．　farinae＞

　　　　　　　 由来の ア レ ル ゲ ン

Ailergen　name 　 MW 〔kDa） Functi（m

室 内環境 ア レ ル ゲ ン と して の ダニ

　 ダニ とは節足動物門，蛛型綱，ダ ニ 目に属す る生物

で，地球上 に は数万種が生息 して い る とい わ れ て い る．

その 中で ヒ トに対 して ア レ ル ゲ ン とな る 主 な ダ ニ は チ

リ ダニ 科，コ ナ ダ ニ 科，ニ ク ダ ニ 科 の ダ ニ で あ る ．な

か で もわが国 をは じめと して世界中の多 くの 地域 に お

い て はチ リダニ 科 ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 属 の 2 種類 の ダ ニ ，ヤ

ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ と コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ が室 内環境 ア レ ル

ゲ ン と し て 最も重要 で ある P −3〕．ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の ア

レル ゲ ン に は非常に数多 くの種類が ある，WHO ／IUIS

の ア レ ル ゲ ン 命名委員会の リ ス トに こ れまで に 登録 さ

れ て い る もの だけで もDerp1 ／Derfl か ら DerplO／
Derf10 ま で の 10種類の ア レ ル ゲ ン が あ る （表 1）．さ

らに ，
こ れ以外に もい くつ か の新規に 同定され た ア レ

ル ゲ ン が報告 され て い る
・1）．こ れ らの 個 々 の ア レ ル ゲ

ンの 臨床的重要性に 関して はさまざまな報 告，意 見が

あ る が ， Der　p　1／Derf ユ と Der　p　2／Derf2 の 2 つ の グ

ル
ー

プの ア レ ル ゲ ン が ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の 最重要ア レ ル ゲ

ン で ある とい うこ とで は 多 くの 研究者の 見解は
一

致 し

て い る．

Der　p　1 ！Der　f　1　　　　25
Derp2 ／Derf2 　　　　 14

Derp3 ／ i）erf3 　　　　 30

Der　p　4　　　　　　　　 60

Der　p　5〆 Der　f5　　　　14

Der 　p　6 ・ Derf6 　　　　25

Derp7 ／ Derf7 　　　　22

Der　p　8　　　　　　　　 26

Derp9 　　　　　　　　 24

Dcr　p　10〆 Derf10 　　　36
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ダ ニ に よ る室内環境汚染 の 評価方法

　室内環境が ダニ に よっ て どの 程度汚染され て い る の
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か を評価する方法として ，こ れまで に 3 つ の 方法が知

られ て い る D ．  ダ ニ 虫体を形態学的に識別，同定し

て計数す る方法，  ダニ 類 ，ク モ 類 に共通す る 窒素性

の 最終代謝物で あ る グ ア ニ ン を測定する方法 ，   ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ 主要ア レ ル ゲ ン を免疫化学的に定量する方

法 ， で あ る．こ れ らの 中で   の 免疫化学的定M 法，な

か で もモ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体を用 い る酵 素免疫 測定法

（mAb −ELISA ） に よ る 主要 ア レ ル ゲ ン の 定量法は 実用

性 ， 特 異性 ともに 他 の 方法よ りも優れ て お り，汚染の

評価 に と くに有用 で ある．

　
一
般的に，mAb −ELISA に よる ア レ ル ゲ ン 定量 法 の

特長 として あげられ る点は，第 1 に，ダ ニ 虫体や花粉

とい っ た間接的な もの で はな く，ア レ レ ギー疾患の 原

因 と な る ア レ ル ゲ ン そ の もの の 量 で 直接評価す る こ と

が で きる，第 2 に ，測定に特殊な技術や機器 は 不要 で

あ り，試料 の 処理能力 に も優れ て い る の で 大規模な疫

学調査な ど にも問題 な く対応する こ とが で きる ， 第 3

に ， 測定値が ア レ ル ゲ ン タ ン パ ク質の 重量濃度と い う

普遍性 の 高 い 単位 で得 られ るの で ， 施設問で の デ ータ

の相互比較，あ る い は ダ ニ とネ コ とい うよ うな異な っ

た ア レル ゲ ン 問で の汚染量 の 相 il1比較を定量的に行う
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表 2 世界各地域 の 寝具中 ダニ ア レ ル ゲ ン

　 　　 　　 （Der　l）量の 比較

安枝　浩

例 数 （％〕

Der 　l 量

（μ9／gdust ） 口本 ベ ル リ ン ス トッ クホ ル ム サ ン パ ウ ロ

n
＝98n 置133n ≡158 n

≡20

＞ 1079 （80．6） 50 （37．6＞ 五〇〔6．3） ］8〔9 ．0）

2−1013 （133 ） 33（248 ） 3 （i．9） 2 〔10．0）

0，4 −2 616．1｝ 23〔17．3） 7（4．4） 0（0）

＜ 0．40 〔0） 27 〔2｛｝．3） 138（87．4） 〔｝（0〕

こ とが で きる ， な どで ある．

　ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の場合に は ，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の Der

pl とコ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の Derfl を合計した量 ，
　 Der

l量 （ダニ グル
ー

プ 1 ア レ ル ゲ ン 量），とい うの が ダニ

に よ る 汚染 を表す 世界共通 の 尺 度に な っ て い る．室内

塵 中の Der　l量 を測 定 す る 方 法 と し て は，　 mAb −

ELISA で Derpl と Derfl をそれぞ れ別 々 に 定量 し

て それ を合計する とい う方法が現時点に お い て は もっ

とも確実で 信頼性の 高 い 方法で あ る．汚染 の レベ ル を

表すア レ ル ゲ ン 量の 単位に は，
一

定 の 室内塵重量あた

りの Der 　1 量 （μg／g　dust，
ア レ ル ゲ ン の 濃度 を反映す

る 弔位）と，　
・
定の採塵 面積あた りの Der　l量 （ng ／

m2 ，汚染 の 総量 を反映す る 単位）の 2 つ があ る ．こ の

両者は 目的や状況に応 じて使 い 分けるべ きもの であ る

が ，室 内塵重量 あ た りの Der　1量 とい う単位は採塵方

法や使用する掃除機の性能に よ る影響を受け に くい の

で ，施設問で の デ
ータ の 比較 や 疫学的 な調査 で は

一
般

的に こ の単位が用 い ら れ る．

ダニ 主要 ア レ ル ゲ ン 定量法の 利用

　 ダ ニ 主要 ア レ ル ゲ ン 定量法は さまざまな 目的 に 利用

され数多くの 成果が得 られ て い る．代表的なもの は，

汚染と感作，病態 との 関係の 解明，お よ び室 内環境整

備策や ア レ ル ギ
ー

疾患 の
一
次予 防，二 次予防 の 客観的

評価へ の 利用 で ある ，

　寝具中の Der　i量 が 2pg／g　dustを超 え る と感作の

リ ス ク が大幅に増大す る こ とが多くの 疫学調査に よ っ

て 確 か め られ て い る．わ が国 は 温暖多湿な気候 で あ る

こ とか ら，世界の 中で もダ ニ に もっ とも汚染 された地

域 の 1 つ で あ り，

一
般家庭 の 寝具巾の Der　1量 は非常

に 高 く全体 の 9 割以 ヒが感作 の 閾値 と され る 2 μg／g

dust以上 で ある （表 2）5）．した が っ て，わ が 国で は有

効な環境整備，曝露 の 回避を実 施しない 限 りは遺伝的

素因の あ る もの は極め て高い 確率で ダ ニ に感作 され る
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とい える．ダニ に よる汚染 の レ ベ ル は 感作 の み な らず

ア レ ル ギ
ー疾患 の 発症，症状とも密接に かかわ っ て い

る ，ダ ニ に よ る 汚染の レ ベ ル が異なる 6 地域 の 学童約

5000 人を対象 に した オ
ー

ス トラ リ ア にお け る 大規模

な疫学調査では，  感作の 頻度は その 地域の Der　l量

（無作為に抽出 した 70 か ら 80軒 の
一一一

般家庭 の 寝 具 中

Der　l量 の 幾何
’
ド均値）と相関す る，  ダ ニ 感作例 の 気

道の 非特異的過敏性は Der　l量の 多い 地域の学童 ほ ど

亢進iして い る ，   Der　l量が 2 倍に な る とダ ニ 感作例

が気管 攴喘息 を発症す る リス ク も 2 倍 にな る．  ダ ニ

に 感作 され た 喘息児 の 臨床症 状 は Der　l 量 の 多 い 地 域

ほ ど重症 で あ る，とい う結果が得られ て い る6〕．こ の

よ うに Der 　1量 とい う客観的指標 を利 用す る こ とに

よっ て汚染 の レベ ル と感作，発症，症状 との 間に明確

な 因果関係が 見 い だ さ れ て い る．

　感作，発症 を阻止する，あ るい は症状 を改善するた

め に は 有効 な室 内環境整備策，防 ダ ニ 対策 を た て る 必

要が ある 7）8｝．こ の よ うな目的の た め の さ まざまな清

掃 ， 空 調機器 ， 寝具 などの 防 ダ ニ 対策商 品 や 殺 ダニ 剤，

ダニ 忌 避剤が開発 ， 宣伝 され ， また，ダニ 防除 の ため

の 室内の 掃除方法 や ，寝具，衣類 の 洗濯方法な ど が提

唱 され て い る。こ れ らの対策が本当に有効 で あ る の か

どうかは，そ の 方法 に よっ て ア レ ル ゲ ン に よる汚染の

レベ ル を，ある い は ヒ トが曝露を受ける ア レ ル ゲ ン 量

を実際に どれ だ け減少 させ る こ とが で きる の か ，そ し

て そ の 効果は どれだけ の期間持続する の か ， とい うよ

うな観点か ら定量的，客観的 に 評価され るべ きで あ る．

ダ ニ 主要ア レ ル ゲ ン定量法を用い て ，こ の よ うな観点

か ら評価を して み る と，そ の有効性が 疑 問視 さ れ る も

の が決 して 少な くない ．現時点 にお い て は高密度織物

な ど ダ ニ ア レ ル ゲ ン の 粒 r・を通過 させ な い 素材で で き

た フ トン カバ ーを使用する こ とが最も有効，か つ 現実

的 な ダ ニ ア レ ル ゲ ン 回 避策で あ る と考え ら れ て い る．

実際 ，
こ の よ うな フ トン カ バ ー

を使用す る こ とによ っ

て，汚染の レベ ル ，曝露の レベ ル を有意に低下 させ れ

ば ， それ に対応 して 乳児の ダ ニ に対する感作を抑制す

る こ とが で きる，気管支喘息患 者の 気道 過敏性 や ア ト

ピー
性 皮膚炎患者 の 皮膚症状 を改善す る こ とが で きる

と い っ た 臨 床的 な 有用 性 が す で に 報告 さ れ て い

る9｝一］1）．

お わ りに

　 ア レ ル ゲ ン 曝 露の 回避 は ア レ ル ギ
ー

疾 患 の
・
次 予

防，二 次予防に お け る第．．・の 選択肢 で あ る．ダ ニ ア レ
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ル ゲ ン の 場合 に は，花粉の よ うな室外ア レ ル ゲ ン とは

異な り，そ の 発生源 を制御 する こ とは決 して不可能な

こ とで は な い ．主要 ア レ ル ゲ ン の 定量法と い う実用性 ，

信頼性 の 高い 評価方法を利用する こ とに よ り効率的，

現実的な室 内環境整備策を確立 し， それ を積極的に 日

常診療に取 り入れ て い くこ とが今後の 課題である．
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